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乳幼児期の造血幹細胞移植におけるインスタントパック食の利用
10西○佐藤由美　下侍　櫻井　三田地
　　柳澤　八木橋　小川
1　はじめに
　造血幹細胞移植（以下移植と略す）を受ける患児に
とって、無菌室内における最も重要な問題の一つに無
菌食を摂取しなければならないという問題がある。移
植時は、抗腫瘍剤等の副作用により嘔気、嘔吐が出現
し食欲が減退するが、その上、加熱食を摂取すること
でよりその傾向は助長される。最近、末梢血幹細胞移
植術の進歩に伴う移植看護の簡易化が進み、以前のよ
うに無菌食が必須とは考えられなくなっている。しか
し、同種移植術において、腸管内の細菌によるドナー
リンパ球の感作は移植片対宿主特等の免疫反応を増幅
させると考えられ、不完全な除菌では合併症の頻度は
増加すると考えられている。このような事実から、移
植時にはより無菌的な食事を提供することが望ましい
と考えられる。無菌食は、栄養課で200度30分間加熱
された食事、マイクロウェーブで4～7分加熱された
加工食品、または缶ジュース等しか選択できない。す
なわち、栄養価よりも安全性を第一に考えなければな
らない。そこで、昨年度の研究でインスタントパック
食の有用性について発表した。今回は、その内容を更
に押し進め、特に離乳前後の乳幼児期の患児に的を絞
り、2例の一歳児の事例を通して得られた結果を報告
する。
ll研究方法
く事例1＞
患　　児：Mちゃん
診断名：AML
調査期間：平成10年2月1日～3月28日
方法：加熱無菌食、インスタントパック食をそ
　　　　　れぞれ別々に与え、各食毎に摂取できた
　　　　　量を5段階にスコア化する。
　　　　　　　5．全部食べた
　　　　　　　4．5口以上食べた
　　　　　　　3．2～3口食べた
　　　　　　　2．口に入れたが吐き出した
　　　　　　　1．全く食べない
＜事例2＞
患　　児：Aちゃん
診断名：ALL
調査期間：平成10年4月27日～5月26日
方法：加熱無菌食、インスタントパック食を同
　　　　　時に与え、各食牛に摂取できた量を5段
　　　　　階にスコア化する。
　　　　　　（事例1のスコアと同様）
※使用したインスタントパック食は資料1を参照
皿　前回までの研究経過
　一インスタントパック食の有用性について一
1．インスタントパック食は、小児末梢血幹細胞移植
　患児に対し、無菌室内での治療を行うにあたって、
安全かつ有効に利用できる。
2。インスタントパック食の種類の多様化により、患
　児の年齢や嗜好に合わせて選択できる。
3．常温保存、長期保存ができる。
4．一般に市販されており、安価に入手できる。
5．簡単に加熱でき、無菌室への持ち込みができる。
IV　結果
　　表1、表2を参照
事例1と事例2とでは、加熱無菌食とインスタントパ
　ック食を同時に与えたり、別々に与えたりと与え方に
変化をつけてみたが、どちらも差はなく摂取すること
ができた。しかし、患児の好むインスタントパック食
にはかなり個人差がみられた。
V　考察
　乳幼児期は、加熱無菌食とインスタントパック食の
両方が有効であると考えられる。通常なら加熱するこ
とにより味が衰え、外観も悪くなる無菌食と、変わら
ぬ味で外観のよいインスタントパック食なら、インス
タントパック食の方が食欲が増すのではないかという
仮説をもとに研究した。しかし、離乳前後の乳幼児期
は、味覚が完全に確立していなく、与えられた物をそ
のまま摂取するためにこのような結果になったと考え
一　88　一
る。また、乳幼児期における栄養の特徴は成人と違い
基礎代謝が高いうえに、新陳代謝も活発なためその分
のエネルギー・一一・・が必要となる。しかし、これを無菌食だ
けで補うことは難しいと考える。初あに述べたように、
加熱無菌食は栄養価よりも安全性を第一に考えている
たあ、加熱することによりどの程度の栄養価があるの
か計算するには困難であるからだ。乳幼児期の一日の
栄養量は、資料2に示した通りである。これは今回使
用したインスタントパック食（資料1参照）を一回の
食事に3～4個、一日に10～12個摂取することにより
補うことができる。しかし、無菌室では移植前より化
学療法を行うため、個人差はあるが食欲不振、嘔気、
嘔吐等様々な副作用が出現する。そのため、食事をす
べて摂取することは、不可能となり高カロリー輸液で
エネルギーを補うことになる。しかし、乳幼児にとっ
て経口摂取することは正しい食生活を養う上で非常に
大切であるため、無菌室でも、普段と変わらぬ食生活
が継続できるようにしていくことが必要なのではない
かと考える。そこで、無菌室に入室する前にインスタ
ントパック食を試食させ患児の好みを把握しておけば、
よりよい食事の提供が無菌室でも行えると考える。
VIおわりに
　現在日本では、数多くのインスタントパック食が市
販されており、特にベビーフードに関しては、非常に
多くの種類と栄養価の高い物がある。それは、無菌室
で過ごさなければならない患児にとって、栄養価、味
付け、視覚的に関しては無菌食に比べ優れている。し
かし、インスタントパック食を利用することは、安価
に入手することはできるが、その費用は家庭に負担が
かかることになる。このように、家族の負担も考慮に
入れ、安全でよりよい食事の提供ができるようにして
いくことが、今後の課題である。
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DAY 一49 一48 一47 一46 一45 一44 一43 一42 一41 一40 一39 一38 一37 一36
MN AMN AMN AMN AMN AMNAMN AMNAMNAMN AMN AMN A MN A MN A
Staple　Food3 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 3 5 4 1 4 5 1 4 4 5 3 4 4 4 4 3 4 4 3
Side　Dish　l5 4 4 5 4 4 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 1 5 3 2 1 3 1 1 1 4 4 1 0 4 1 4 4 0 4
Side　Dish　24 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 4 1 1 3 1 1 3 1 5 1 4 1 5 0 4 1 5 4 4 4
Side　Dish　35 5 5 5 5 3 5 5 2 4 5 5 5 4 5 5 3 1 3 1 4 3 1 5 2 2 3 0 4 1 3 4 4
Soup 3 5 5 5 5 5 5 5 5 3 5 5 3 5 5 1 5 4 5 4 1 5 5 4 5 3 5 5 4 5 5 0 5
Drink 3 5 2 4 4 5 1 4 1
Instant　Food
DAY 一35 一34 一33 一32 一31 一30 一29 一28 一27 一26 一25 一24 一23 一22
MN AMN AMN AMNAMN AMNAMN AMN AMN AMN AMN AMN A MN AMN A
Staple　Food4 4 3 5 4 4 1 4 4 3 0 3 1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 4 0 5 3 4 4
Side　Dish　l5 3 3 5 1 5 1 1 4 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 5 1 1 0 0 1 2 3 5 1
Side　Dish　23 4 3 5 3 3 1 1 5 1 0 0 4 1 0 0 0 0 1 1 0 0 5 5 3 5 3
Side　Dish　3 1 3 4 1 5 1 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 1 2 3
Soup 5 5 5 4 1 5 1 4 4 1 0 5 4 5 4 0 0 5 0 4 1 3 0 3 1 5 4 3 4 5
Drink 4 4 1 4 0 0 5 0 4 1 1 0
lnstant　Food
DAY 一21 一20 一19 一18 一17 一16 一15 一14 一13 一12 一11 一10 一9 一8
MN AMN AMN AMN A MN AMN AMN AMN AMN AMN AMN AMN AMN A MN A
Staple　Food4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 4 4 2 4
Side　Dish　l 3 2 3 1 0 3 3 1 4 2 3 4 4 4 1 3 4 2 1
Side　Dish　2 3 3 3 1 3 3 4 3 4 3 3 5 4 3 1 2 4 1 4
Side　Dish　3 3 5 3 1 4 3 4 1 4 4 4 5 1 5 2 1 4 4
Soup 5 5 5 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 1 4 4 2 5
Drink 1 1 4 4 4 1 1
Instant　Food 5 5 5 5 4 4 4 3 5 5 4 5 5 4 4
DAY 一7 一6 一5 一4 一3 一2 一1 0 1 2 3 4
MN AMNAMN AMN AMNAMN AMN AMN AMN AMNAMN AMN AMN AMN A
Staple　Food
S三de　Dish　l
Side　Dish　2
Side　Dish　3
Soup
Drink
Instant　Food5 5 5 5 5 4 5 5 4 5 5 4 1 1 1 1 4 4 1 1 3 4
表2
1
臼
1
DAY 一28 一27 一26 一25 一24 Out Out Out Out Out 一18 一17 一16 一15
MN AMN AMN A MN AMN A MN AMN AMN AMN AMNAMN A MN AMN AMN A
Staple　Food4 4 4 3 4 4 4 5 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 4 5 4 4 5 4
Side　Dish　13 3 4 2 3 4 3 1 4 4 3 4 4 1 2 1 2 2 2 3 4 1 1 3
Side　Dish　21 1 1 3 3 4 1 3 1 4 2 4 3 1 2 3 1 2 3 4 1 1 4 4
Side　Dish　31 1 4 4 1 1 2 3 4 3 1 3 1 1 2 3 1 5 1 5 1 1 4 3
Soup 4 1 3 3 3 4 4 3 3 4 3 4
Drink 4 4 4 4 4 4 4 4 3 5 4 5 5 5 5 5 5 5
Instant　Food
DAY 一14 一13 一12 一ll 一10 一9　’ 一8 一7 一6 一5 一4 一3 一2 一1
MN AMN A MN AMN AMNAMN AMN AMN AMN AMN AMN AMN AMN A MN A
Staple　Food4 5 5 4 5 4 5 4 4 5 5 5 5 5 4 4 4 4 5 4 4 5 5 5 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 4 4 4
Side　Dish　14 1 3 4 3 1 1 1 4 1 4 5 3 1 4 4 3 1 3 4 4 5 3 3 1 4 1 1 3 1 4 1 1 4 2 1
Side　Dish　24 1 5 3 1 1 1 4 1 4 4 1 4 5 1 4 1 3 4 4 1 1 3 4 1 3 1 4 3 4 0 1 5 1 3 2
S量de　Dish　33 4 1 4 2 4 1 4 5 3 3 4 2 1 1 4 3 1 3 2 4 1 3 4 5 5 4 1 0 2 1 1 1
Soup 4 5 4 4 1 4 4 3 3 4 4 1 4 4 4 3 4 3 4 1 3 1
Drink 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 3
Instant　Food 2 1 3 1 2 3 3 2 4 4 0 4 4 1 4 4 3 3 3 4 2 5 1 4 4 3 4 1 2 2 2 1
DAY 0 1
MN AMN AMN AMN AMN AMN AMN AMN AMN AMN AMN A MN A MN AMN A
Staple　Food4 4 4 4
Side　Dlsh　12 2 4 1
Side　Dish　21 1 2 4
Side　Dish　31 5 1
Soup 3
Drink 5
Instant　Food2 1 1 1 2
資料1　使用したインスタントパック食
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資料2　乳幼児期（1～2歳）の一日の栄養量
Welght（9）Energy（kcal）Proteln（9）Fat（9） Sugar（9）Water（ml）
Rlce 300 444 7．8 1．5 95．1 195
Potato 80 62 1．6 0．2 13．4 63．6
Sugar 10 38 9．9 0．1
011 5 46 5
Beancurd 70 41 3．5 2．3 1．2 62．58
Soy－beanpaste 15 29 1．9 0．9 2．9 150．0
FIsh 35 43 6．6 1．7 0．1 26．4
Chlcken 20 44 3．5 3．1 13．3
Eg9 60 97 7．4 6．7 0．5 44．8
Mllk 200 126 6．2 6．8 9．6 176
Yoghurt 100 91 3．1 2 14．4 78．9
Yellow　Vegetable80 19 2 0．2 3 72．4
Vegetable 100 20 1．1 0．1 3．9 92．9
FrUlt 2 44 0．69 0．2 10．9 87．6
Seaweed 0．3 0．8
Refreshment 139 2．9 4．2 22．9 30
Total 1283 48．5 34．9 188．6 1093．5
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